
植物の分類

＼＼ 
アブラナ ／ 

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

27i 
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花のっくり

通学路や校庭など、屋外ではたくさんの植物が花をさかせて

いる。それぞれの植物がつける花の形や色はさまざまである。

花の特徴＊1で植物を分類することはできるだろうか。

，．，， 

調べ方を考えよう

どのようにして花を観察すると、花のつくりの共通点を

調べることができるのか考えよう。

花の形や色は
ぢがうけれど、

共通してい5部分宅
あ~のかな。

女1これまでに学ルだこと

花のつくり→小5

・花は、おしべ、めしべ、花びら、がくなどか5でき
ている。

豆粉→小5

・めしべの先に花粉がつくことを受粉という。

受粉が起こると、めしべのもとの部分が

ふくら／υで実になり、実の中に種吾ができる。

おしぺやめしべなど、すます、まな花のつくリ［己着目して

比べよう固



植物の花のっくり

観察の目的さまざまな植物の花を観察し、どの花にも共通するつくりゃ、花によって異なるつくりを調べる。
第

2
摩

植
物
の
分
類

さ更 ＠
・カッターナイフを使うときは、

手を切らないよう刃の向きと

指の位置に注意する。

観察の方法
口植物の花（アブラナ、フジ、ツツジ、タンポポなど） 口ルーペ
ぞうがんじったい11ん u，，う

ロ双眼実体顕微鏡 ロセロハンテープ ロスケッチ用紙や工作用紙など

ロピンセット ロカッターナイフ ロカッターマット

準備する物

E冨Kj)

ジ

／

t

，
 
、，．
‘．‘

稽全体を観察する

。 それぞれの花の形を肉眼やルーペを使って、よく観察する。け叩

。 どの部分がどのような配置になっているか、よく観察する。

① スケッテ用紙やノートにスケッチする。 アブラナ

E冨~
稽を分解してっくりを観察する

。 花のつくDを外側力、5
1つずつピンセットでとり舛言。

。 花の各部分を、ルーや双眼実体顕微鏡を

使ってよく観察する。 .. P.19 

。 各部分ごとにスケッチ用紙や工作用紙に並べ、

セロハンテープではりつける。

E冨~
めしべのふくらみを観察する

。 めしべのふくらんだ部分を、

カッターナイフで縦に切る。

。 めしべの断面をルーペや

双眼実体顕微鏡を使って観察する。

結果の見方

29 

・さまざまな植物の花について、各部分の形や並び方、数を比べる。

・さまざまな植物の花のつくりの共通点や相違点は何か。考察のポイント



30 

ツツジ

フジ

アブラナ

花弁

／ 

がく

花を上から男た模式図

． 

述く

ゴ十一土i土

~ 
．－－－－－－－－－－－－－－・・・・‘・・・・・・・・，....................・・・．．．．“・・・・・・・・・・・・6・‘・・・・B・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・ b・・・・・・・・・・・・・・・・・・． 
タンポポ

めしべ

花の集まり 1つの花

*l タンポポの1つ
の花には、めしべが

あり、そのまわりに

おしベがついている。

また、がくは綿毛と

してついている。

~ 
ツツジ、フジ、アブラナLタンポポの花のつくり

・... cm!ilt 



第

2
2早
恒
物
の
分
類

・・ 3房

／「一一花粉頭
I
l
l
1
1
1
h

・

＋
＋ム
ホーおレベ

どの植物の花も外側から順に、が

く、花弁、おしべ、めしべの順につ
観察から

←一一ーやく

イ也弁＼
各部分の形や数は異なっているいているが、

((D)o 

．花のつくり

がく

おしべ、花弁、がくの数

は、植物によってそれぞれ異なる。アブラナやフジ

のように花弁が1枚ず、つ分かれている花を離弁花、

ツツジやタンポポのように花弁が1枚につながって

いる花を合弁花という。

1つの花にあるめしべ、

&I 
花のっくり

10 

柱頭

めしべのふくらんだ部分の中には、小さな粒が入

めしべのふくらんだ部分を吾房、子房の

中の小さな粒を匪珠というC&I）。1つの子房に
入っている匪珠の形や数は、植物によってそれぞれ

異なる。めしべの先端は柱頭とよばれ、ねばりけが

っている。

15 

おしべの先端

はやくとよばれ、花粉が入っている（¢翠，）。

あって花粉がつきやすくなっている。

サイのようにがくが花弁のように色つ、いて大きくなってい

る花がありま茸。チューリップのようにがくと花弁ではなく
かひへん

「花被片Jをもっ花や、イネのように花弁がなく、「えいJ

という別のものをもっ花もありま9，。多様な生物にはそ
かんさ占う

れぞ、れに適した生息・生育環境があり、私たちはその環境

を守っていく必要があOます。

ツツジの花の柱頭とやく

【私f::-t;のSDGsJ

身のまわリの匁様f手植物

めばな

植物のなかには、ヘチマのようにおしべがない雌花と
お lまな

めしべがない雄花の2種類の花をさかせるものP、アジ

31 

雌花



．誌がさいた後の変化

花をさかせた植物には、やがて果実＊1や種子ができる

(&II）。果実や種子は、花のどのっくりと関係しているのだろ
うか。

花にあるめしべの柱頭に花粉がつくことを受粉というCt!窪，）。
受粉が起こると、めしべの子房は成長して果実になり、子房の

中にある脹珠は種吾になる。このようにして、 果実と種子はつく

られる（‘翠，）。種子は、その後、発芽して次の世代の植物に

なる。

32 
惨惨！ －・・・盟理・

さまざまな花とさいた後のようす

女1小学；慌で実とよんでいたわのを果実という。

頭柱

る

の

い

花

て

の
い

h
F
ポ

つ

’aポ
が

冊一圃

ン

粉

，
‘

タ

花

. （；.，，・

阪珠 袖 圃 園園・＋ 種3 10 

受粉

3房 刷 圃 園圃・＋＇ 果実
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果実

花弁

サクラ

実果一房ウプ

GD 
花から果実と種ラができるまで

学びをいかして者えよう

私たちは、花が受粉してできた種予や果実を食べている。

写真の食昂のうち、次の①～①にあてはまるものを選び、分類してみよう。

①種予だけを食べるもの

②果実から種予をとり除いて食べるもの

③種吾ごと果実を食べるもの トマト



34 

果実を
つくらない桔

マツは、アブラナやツツジのように花をさかせた

後に種子をつくるが（

ない植物である。

・マツの花のつくり

～GD）、果実はつくら

マツの雌花と雄花には花弁やがくがなく、うろこ

のようなりん片が重なっているほ窃）。雌花のりん

片のつけ根には子房がなく、むき出しの妊珠が2つ

ある。雄花のりん片には花粉のうがあり、花粉が入

っている。春に花がさくと、 花粉は脹珠に直接つい

て受粉し、 翌年の秋に種子ができる。

日・E酒・・園田・

。lu片の内面
ト粉

10 

雄花 。lu片の外面
CD 

15 

マツの雌花と雄花のっくり
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、1年後

CD 
霊粉した後の雌花とまっかさの変化

まっかさから種号が落ちるが、

まっかさそのものは果実ではない。

調べよう

マツの雌花と雄花を観察しよう。

①雌花と雄花のりわ片をピンセッ

トで1つずつはがしとる。

②Dん片をペトリ皿にのせて、議
眼実体顕微鏡で観察したり、花

粉をスライドガラスに落とし、

水を1滴た5してステージ上下

式顕微鏡などで観察したりする。

． 種吾をつくる植物の分類

マツのように子房がなく、匪珠がむき出しになっている植物を、

操吾植物という。マツのほかに、イチョウ（＆，）やスギ、

ツなども裸子植物である。これに対してアブラナやツツジのよう

に、子房の中に匹珠がある植物を被吾植物というCG珍 ）。
ちらも花をさかせて種子をつくるため、種吾植物＊1とよばれる。

ソテ

ど

10 

ぎAノなん

GD 
イチョウの稽と種吾

イチョウの種菩の一部は、食昂として利用される。

ぎんなんは、雌花のさく雌株にしかできない。

*1花をさかせず、種予を
つくらない値物もある。 ーP.40

15 

35 

e・練号植物と被否植物の比註
裸ミ子植物にはミ子房がなく、

腔珠がむき出しになっている。

被害植物にはそ子房があり、

果実をつくる。

有識j実［③前
芸房藤J 果実働種吾

腔珠Q時φ種吾
「決〕吟 」
可f <?Z 
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葉や根のっくり

タンポポの葉

スズメノ力タビラの葉

レソツスタート！

さまざまな植物の葉を見て、共通点や相違点を見つけよう。

植物の花はさいている時期とさいていない時期があり、いつ

でも観察できるわけで、はない。だが、植物は花がさいていなく

ても、葉や根のっくりの共通点や相違点に注目すると分類する

ことができるのではないだろうか。

． 葉の特徴

eDの葉は、被子植物の葉である。これらの葉を見るふ
さまざまな形のものがあるが、どの葉にも共通してすじのような

ものが見える。このすじを葉脈というCGD）。

b・P ＂＇時二

eD 
さまざまな種ラ植物の葉

ID 
ツバキの葉脈標本

薬局を使用して葉脈以外を

とり除くように処理をした。

ツユクサの葉

10 
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植物の葉や根の観察

観察の目的さまざまな植物の葉や根を観察し、葉脈や根のつくりで植物を分類する墓準を考える。

注意悶・薬をとってくる際には、とげ ｜

~～ 司ー のある葉や妓、ハチなどの ｜

危険な生物に注意する。 ｜ 

口さまざまな値物の葉や根 （タンポポ、

ナス、＝久ツユクサ、スズメノカタピラなど）

口移植ごて ロバケツ ロトレー ロルーペ

準備する物観察の方法

E冨~
葉や恨を観察する

。 植物を移植ごてで根ごとていねいにほり出言。

。 根を切らないように気をつけなが5、
恨のまわりの土をバケツに入れた水で軽く洗う。

。 植物をトレーの上に広げ、葉や根を観察する。

葉脈はルーペも使って観察する。

E冨~
葉脈や根のっくりを表にまとめる

山ポ ー」一一一一一一一一一一一一I一一一一一一一一一一

一一一一一一一一

。 葉脈のつくりと根のつくりを表に記録する。

ツユクサ

スズメノカタピラ

・葉脈や根のつくりには、どのような共通点や相違点があるか。結果の見方

37 

・葉脈や根のつくりに注目すると、植物はどのような墓準で分類することができるか。考察のポイント



私のレポート ~ 
結果

葉脈のっくり 根のっくり

・葉脈のっくりは、網目状の宅

のと平行の宅のか、あった。

・4艮のつくリは、 太い根から細

い根が枝分かれ した宅のと、

太い根はなく細い根か、たくす

ん生えてい~宅のか、あった。

植物の名前 ！ 
！中じこ太し葉脈が17.向。、そこか｜太い恨が1本あり、そこから細い恨

15細し葉脈が網目状このびてしたJがたくさん枝分かれしていた。

ii葉脈がまま平行このびてした。 J川細い根はたくさんあすこが、一太し1根
スズメノ力タビラ ト ペで見ると平行な葉脈をつなぐイは男あたらなかった。

i向きこも細し葉脈が見られた。 ｜ 

タンポポ

観察から
て

も
べ
’の

比
山状

を
め目

1
ノ

み
別
口4

－

i
ト
ぁ
，血小

〈

な
っ－コ
の

よ

山脈

の

立
来

ポ

の

ポ

ワ
却

ン

品
川
副
タ

ι中
刷引
H

し
子

λ

ひ
被

る
み

のと、スズメノカタピラのような平行ーなものがあった。

根のっくりにもちがいが見られた。

． 葉と恨のつくりによる被吾植物の分類

被子植物は、子葉が2枚の双吾葉類と、子葉が

1枚の単吾葉類の2つのなかまに分けられる（C¥D）。
双子葉類と単子葉類では、 葉脈や根のっくりに

ちがいが見られる。タンポポやナズナなどの双子葉

類は、 葉脈が網目状になっている網状脈をもち、根

は太い主恨とそこからのびる紺｜い側根をもっ。ツユ

クサやスズメノカタピラなどの単子葉類は、 葉脈が

平行な平行脈をもち、たくさんのひげ根をもっ。

CCD～CD) 

タンポポ（左）とスズメノ力タビラ（石）の恨

38 

＂＇＇’ いa，‘ 勺

J・・E・・臨調・

10 

アブラナ（左）とチューリップ（右）の否葉

網状脈（サクラ）と平行脈（ササ）
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イネ寸トウモロコシ

否
葉
（
1
紋）

恨
（
ひ
げ
恨
）

葉
脈
（
平
行
脈
）

アサガオ

双3-菜類

ヒマワリ

学びをいかして考えよう

次の植物は、それぞれ単予葉類と双予葉類のどちらに分類されるか、葉や根の写真を見て考えよう。

39 
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種予をつくらない植物

植物には、tDのイヌワラビやスギナ、ゼニゴケのように、花
をさかせ式種子をつくらないものもある。積子をつくらない植

物には、シダ植物やコケ植物がある。

調べよう

シダ植物やコケ植物のからだのっくりを観察しよう。

種予植物のか5だのっくりとの共通点や相違点は何だろうか。

Aシ夕、植物

①イヌワラビやベ二シダを採取する。

できれば根ごとほり出して観察する。

①葉の裏にあるつくりを涙蝕渠尚蛾読で観察しながら

ピンセットで分解する。

Bコケ植物

①木の鮮や土の上のコケ植物を採取する。

①ペトリ皿にのせ、双眼実体顕微鏡で観察しながら

ピンセットでほぐま戸乾燥していた5水をた5す。

． シダ植物

シダ植物のからだには種子植物と同じように、葉、茎、根が

ある C(D）。多くのシダ植物の茎は地下にあり＊＼そこから

大きな葉が出る。イヌワラピの大きな葉にはたくさんの切れこみ

が入っていて、長い柄がある。また、シダ植物は種子をつくらすミ

胞吾でふえる。イヌワラビは、 葉の裏側に小さな胞子が入った

胞子のうをたくさんつける。スギナは、葉とは別に、胞子のうを

もっ茎 （つくし）をつくる。胞子は、種子に比べてとても小さく

((D）、しめった場所”に落ちると発芽し、成長する。

H・E酒・・園田・

ゼニゴケ

CD 
種ミ予をつくらない

植物

シダ植物のからだ（イヌワラビ）

!., ,,, I.Iい

10 

15 

一葉 20

25 

32mm 

*1地下にある茎は、地下茎とよばれる。
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スギナイヌワラビ

L一一」

0.15mm 
し一一J

0.1π1m 

日かげでしめっぽい場所の地面や、木の幹、岩の表面などを

よく観察すると、コケ植物が見られる。コケ植物は、シダ植物や

種子植物とは異なり、葉、茎、根の区別がないCC!D、＆，）。
根のように見える部分は仮根といい、からだを土や岩などに固

定している。

イヌワラビ（左）と
スギナ（右）の胞否のうと胞吾

・コケ植物

5 

コスギコケ

スギの葉と形が似ている。

コケ植物にはコケ植物も、シダ植物のように胞子でふえる。

雄株と雌株があり、雌株の胞子のうで胞子がつくられる。

41 

聞は肝樋伽恨とは異なるものてZう
コケ植物では、水分をからだの表面全体から

t 直径阪収している。

＼一一 ノ
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さまざまな植物の分類

これまでの学習で、植物のからだのっくりにはさまざまな特徴

があり、 その特徴に注目すると植物をいくつかの究ループに

分類できることがわかった。

分類レょう

ふせluに植物の名前を書いて、

当てはまるところにはって分類しよう。

（例）

花をさかぜて
種吾をつくる

花をさかせず
種吾をつくらない

7プヲナ

コスギゴ'T

千ューリりア
イヌワラピ

イ千ョウ

るきでが

〕

実
一

果
一
nJ

一

あ
－

が

一

山房

f
し吾 吾房がなく果実ができない

7プヲナ

イ千ヨウ

手ユーリ、、Iア

／ 

( 

葉脈が網状脈 葉脈が平行脈

7プヲナ 千ューソvア

さまざまな植物

H・E週・・臨調・



種3-をつくる（種吾値物）

植物
． 多くの植物に共通する特徴から分類する

多くの植物に共通する特徴に注目して分類すると、CDのよ
うな図にまとめることができる。花や種子に注目すると、花をさ
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3-房がある（被吾植物）

葉脈は網状脈（双3-葉類）

業脈は平行脈（単3-葉類）

千ュー 1)vア

T77”ラす

3-房がない（裸吾値吻）

イチョウ

かせて種子をつくる種子植物と、種子をつくらない植物に分類

できる刊・35、ω 。

次に、子房や果実に注目すると、種子植物は腔珠が子房の

中にある被子植物と、子房がなく匪珠がむき出しになっている

裸子植物に分類できる叫35 0 

さらに、葉脈のちがいに注目すると、被子植物は網状脈をも

っ双子葉類と、平行脈をもっ単子葉類に分類できる吋・38 0 

種子をつくらない植物は、葉、茎、根の区別があるかないかに

よって、シダ植物とコケ植物に分類することができる 4 ・40刈

． 初めて見た植物の分類

初めて見た植物を分類するには、まずその植物を観察して特

徴を明らかにする。その特徴をCDのそれぞれのグツレープの
もつ特徴と照らし合わせると、初めて見た植物でもどのグツレープ

。

10 

15 

葉・茎・恨の区別がある（シ夕、値物）

イヌワラビ

種3-をつくらない植物

に属するかを知ることができる。 44ページの図のようにまとめる

と、植物は、種子植物で被子植物の①双子葉類と②単子葉類、

種子植物の③裸子植物、種子をつくらない植物の④シダ植物

と⑤コケ植物の5つのタループに分類で、きる。

葉・茎・恨の区別がない（コケ植物）

コスギコ”ケ
学びをいかして考えよう

これまでに出てきていない植物を観察して、

42ページの「分類しようJや691こ
ふせんを加えて分類しよう。

20 

43 

分類三するときに

注目古る特徴

①花や種予の育無

①予房や果実の育無

①葉脈のちがい

①根・茎・葉の区別の育無

植物の分類

1つの花

（例）ドクタミは

どこに分類されるだろうか。



44 

学んだことをチェックしよう

＠ 倍のつくり叩2

口 果実をつくる植物の花のめしべの下部には、ミ子房があ

る。受粉すると、予房は（ ）になり、恒珠は（ ） 

になる。

。 果実をつくらない花－＋P.34,35

ロ 裸吾植物と被予植物の共通点をあげなさい。

ロ 裸吾植物と被予植物の相違点をあげなさい。

。 葉や根のつくり－＋P.38

口 被予植物のうち、網状脈をもつのは（ ）類、

平行脈をわつのは（ ）類である。

。 種予をつくらない植物叩．ω、ω

ロ シタ植物とコケ植物は（ ）をつくって

なかまをふやす。

⑩＠o~吾首

＠⑨… ⑥：：；レ
⑨ 

＠一
⑨；出
⑧与と側恨

人
( 

・アブラナ ・アザガオ

・フジ ・タンポポ

・サクラ ・ツツジなど

③強は1絞
⑩：：： 
⑩…  
＼「

ノ、

・イネ

・トウモロコシ

・チューリップなど

), 

・イチョウ

・スギ ・マツ

・ソテツなど

。 さまざまな植物の分類吋・位、ω

口 身近な植物をあl犬下の図のどのグループに

当てはまるか考えよう。

、f

公F：ι
／ぬ~
学習後も書こう れ

植物を分類3するとき、 f
何に注目するか。 )1 

/( 
＼入、久~·

種吾をつくらない植物

ほこ2し

胞3でふえる。

シダ植物

葉、茎、恨の
区別がある。

J 

・イヌワラビ

・スギナ

・ゼンマイなど

、「

コケ植物

菜、茎、恨の
区別がない。

J人

・ゼニゴケ

・コスギゴケ

・工ソスナコケなど


